
市場の安全確保の取組み 
市場は、流通の拠点として多くの食材が集
積するので、安全確保の要でもあります 



福岡市の市場 
市内には、 

 食肉  、青果  、鮮魚   
の中央卸売市場があり、現地に検査
機関を設けて、日夜、目を光らせてい
ます 

まず、食肉市場から問題です！ 



食肉市場におけるとちく検査 

食肉市場でと畜される牛や豚 
 
食肉衛生検査所のと畜検査員
（獣医師）により、全頭検査 

さて、ここで問題です 



質問３ 

平成２７年度、福岡食肉市場で
と畜検査した牛は 

約２万３千頭 
では、豚は何頭検査したでしょ
うか？ 



質問３ 
平成２７年度、福岡食肉市場で
と畜検査された豚の頭数は？ 

    約３万８頭 

    約８万８千頭 

    約１３万８千頭 



一日平均、牛は約１００頭 
豚は約５００頭が食肉に加

工されてます 

    

   

 

  



食肉衛生検査所の取組み 
安全な食肉を提供するため、一頭一頭検査します 
その他市場内の衛生指導など、市場全体の安全確保に取
り組んでいます 



とちく場での検査の流れ 
詳しくは、別添のパンフレットを！ 



ＢＳＥ検査 
 平成２５年７月１日よりＢＳＥ特措法施行規則（※）に基づ
き，４８か月齢超の牛を対象にＢＳＥスクリーニング検査
を実施しています。 

 福岡市：平成２７年度検査数６，７７２頭（全体の２９％） 

 

 平成２９年２ 月１３日，厚生労働省関係牛海綿状脳症特

別措置法施行規則が改正され，健康牛のＢＳＥ検査は
中止 
 

 平成２９年４月からは，２４か月齢超の牛のうち，神経症
状のあるもののみ検査 



食品衛生検査所の取組み 
青果市場と鮮魚市場にそれぞれあって、競りにあわせた早
朝監視など、監視と検査を両方担当しています 







鮮魚市場の検査結果 
 生食用鮮魚介類（生うに，刺身類）等の細菌検査：８９件 
 甲殻類（えび）：細菌検査，動物用医薬品：１５件 
 養殖魚（マダイ，カンパチ等）：ＰＣＢ・水銀：３６件 
                    動物用医薬品：５７件 
 貝類（アカガイ，アサリ等）：まひ性貝毒：１５件 
 フグ（保健所依頼）：魚種鑑別，テトロドトキシン：１４件 
 さば：アニサキス：２０件 
そのほか，殺菌海水の水質検査や，せり売り場のふき取り
検査など 











青果市場編 
平成27年７月に移転⇒ベジフルスタジアム！ 

ベジフルスタジアム！ 

   ベジタブル×フルーツ 

   せり⇒競技場⇒スタジアム 
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